
「学
ぶ
」
―
一
層
の
前
逸
の
た
め
に
―

寒
暖
の
移
ろ
い
の
激
し
さ
に
戸
惑
い
を
感

じ
さ
せ
ら
れ
た
こ
の
春
先
で
し
た
が
、
確
実

に
季
節
の
変
化
が
感
じ
ら
れ
る
候
と
な
り
ま

し
た
。
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こよ切識そ を司て とれ千詩
のりとやれ今お研は折言て吟歌今
際で思技ぞ年勧修意角 つい会

｀
年

自すい術れのめ告味のてま等演も
身がまをの

｀
し知がこもす

｀
奏
｀

の
｀
す学立流ま板あう過

°
数
｀
年

指教
°
び場統す
Lり し言ま多貪1初

導え教
｀
での
°
をまたでさく詩か

力るわ深
｀
指 見せ機はにの舞ら

を立るめ自標 てん会な ｀研 ｀階
磨場立て分は  ｀°はい¬修自層
くの場いの¬ 積研 ｀と研活作別
た先のく糧学 極修活思修動自の
め生方ことぶ 的部用いのが詠研
の方はとな
L 
な門しま千開そ修

研ももがるで 参発なす代催し会
鑽
｀
と大知す 加のく ゛田さてや

す よこう受大審譜受
′
にたこな母しに導°

うれなけい査“審今感いれど音ま大は°
かれるにへでさ年謝も等多のすき

｀

"らばた評の吟れの申のをく響
°
なこ

財も自め価真じる審しでこのか両指れ
産大分にし摯て皆査上すれアせ先針か
“切自
｀
たないさ会げ

°
かド方生にら

がに身懸い取たんでる改らバ
｀
かなの

一さの命と組この特次め大イあらつ皆
つれ
"に
思みと多筆第ていスるはたさ

増て財学いのでくさで
｀
にがい
｀
こん

えい産んま表すがれすお生あは発との
たく“だすれ

・詩る
°
二かり詩声と吟

ともと吟
°
でこ文こ 人しま情の確ヘ

言のしは審あれをと のてしの基信の
えでて
｀
査るは "は 先いた表本い取

まし
｀
いをと
｀
暗
｀ 生き ゛現やた組

会
長
　
鈴
木
　
精
成

/り′′蹂イし            久 ,

星野 久風 (清水)

も何通ユの施と習 よのととらすが各画 振教かつい々方に
V

つよじ1方のが会会うよこなれがよ教のとりわ
°
てる
V⌒
励

てりてスの運取
Lの °いそりま

｀
り場中こ返る私いかが声ん

推の
｀
もおびりを今 教肝 ｀す現活のでろつ相もる ｀相ので

進喜吟聞誘と上積年 場要吟 °況性相はでて手時か話手大頂
しびのかいなげ極の つで友全は化互 ｀｀み ｀に ｀すにきき
てで輪れにつら的取 くあの教いすの四千た伝反伝内いさた
いすがま成てれに組 りり交場まる連ブ代いえ省わ容い ｀い
き
゛
広す功い

｀
開方 にま流が一こ携口田もらしるが形声と

た今が
°
しま幾催針 おすが元歩とをツ岳のれたよ相での思

い後つこたすつしの 互 °広気のを通ク精でるりう手受力い
ととてうと

゛
かよ中 い "があと目じ体会す相しににけ

｀
ま

思もいしの新のうに が学つるこ指て制の °手て努十入話す
い
｀
くた嬉し教と¬ 努びて勉ろし ｀の今 のいめ分れす ゛

ま自こ成しい場い無 め心い強かて全も年 立まてにら態話
す信と果い会でう料 ま地くのとい教との 場すい伝れ度の°
をはを二員実こ講 し“こ場見ま場で計 で

°
るわて等仕

ん′晨′し



たなが¬いせう二お¬ 成加み道°
ど出詩いた初八り千今果しま大年
快と来吟たいめ〇

｀
代年を
｀
す会央

哉言てのしもて余目田の発大が
Lの

!う
｀
おまのの名下岳終揮合

｀
も最

嬉会陰すで試の準精盤し吟我問大
し議で
°
すみ会備会にた

｀
が近イ

肇皐ぼ 暮手暴筵醤噴ビ3花ふ9
が導 つ 様 °一め会会願ク田リト
間がき の是堂らL員 つlの ｀で
こうり ご非にれが全てル吟楽あ
えまし 協と会て計員い吟友じる
てくた 力もすい画大まに挙み¬
きい声 を成るまさ集す存 つが全
まつ出 お功とすれ合 °分て膨国
したし 願さい °ての の参ら吟

若房
樹
よ
す
く
す
く
と

昇
伝
審
査

今
年
も
着
実
に
教
場
体
制
を
進
め
て
い
る

千
代
田
の
昇
伝
審
査
が
、
四
月
廿

一
日
原
宿

の
東
郷
神
社
水
交
会
で
佐
藤
精
堂
、
越
智
龍

麗
両
先
生
を
審
査
員
に
お
迎
え
し
て
、　
一
七

一
名
の
参
加
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

天
候
に
恵
ま
れ
、
窓
越
し
に
何
組
も
の
挙

式
風
景
が
泉
水
庭
園
で
眺
め
ら
れ
ま
し
た
が
、

真
剣
に
挑
戦
し
て
い
た
受
審
者
の
眼
中
に
入

っ
て
い
た
で
し
ょ
う
か
。

今
年
は
詩
文
を
見
ず
に
受
審
し
よ
う
と
い

う
会
の
基
本
姿
勢
が
浸
透
し
て
、
初
心
者
か

ら
九
十
歳
近
い
有
伝
者
ま
で
多
く
の
会
員
が

挑
戦
し
、
審
査
後
の
総
評
で
両
先
生
か
ら
お

誉
め
の
言
葉
を
戴
き
ま
し
た
。

中
伝
昇
伝
者
　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
五
名

丸
の
内
第
二
　
　
　
田
尻
　
映
山

東
陽
町

（銀
座
）

宇
田
川
香
山

初
伝
昇
伝

新同新同同同同ハ同東同同同同同丸者鎌同同同新同同同ハ神清同東

新
陵
分
室

ハ

ザ
マ
教
場

隣
設

fつ  一
ン後開日千
会輩設付代
で東ので田
大陽切新廿
学町つ陵七
詩支掛分番
吟部け室目
部教はがの
の場
｀
ス拠

ルの鈴夕点
1宮木 |と
卜野会 卜し
か幸長して
ら雄のま

｀

手氏大し四
亨が学た月

ザ田水 陽
マ   町

陵     ⌒⌒V     
神銀
楽座
坂
V

宿⌒
新

宿 宿⌒⌒⌒ ザ⌒陽⌒⌒ の  ケ
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楽
坂

石川小太佐岩伊横木袖源犬古本古板 柳小波加小浦鈴石丸河船勝増
坂辺椋郎藤瀬藤山村井関飼屋田江橋 川柴治納佐谷木田山合津村子
田            十    々

賃賀霞賢票重賛鵞量禁量量型贅薫贅倉雷騎雷雷罷活騎笛冨冨喬岳群
を
求
め
昨
年
八
月
、
脇
坂
守
Ｏ
Ｂ
会
事
務
局

長
の
入
会
が
弾
み
と
な
り
、
分
室
開
設
を
目

指
し
て
ル
ー
ト
を
調
べ
手
繰

っ
て
Ｏ
Ｂ

へ
個

々

へ
の
勧
誘
に
同
窓
の
先
後
輩
力
を
合
わ
せ

た
地
道
な
努
力
で
、
見
事
に
花
開
い
た
も
の

で
す
。
お
目
出
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
後
の

弥
栄
を
期
待
し
ま
す
。

教
室
　
　
明
治
安
田
生
命
新
宿
ビ
ル
Ｂ
ｌ
Ｆ

別
館
ゲ
ッ
ト
ル
ー
ム

開
催
日
　
毎
週
木
曜
日

分
室
長
　
浦
谷
　
江
山

新
陵
分
室
開
設
の
ご
挨
拶

新
陵
分
室
長
　
浦
谷
　
江
山

こ
の
た
び
、

ハ
ザ

マ
教
場

「新
陵
分
室
」

が
発
足
い
た
し
ま
し
た
。

田
犠
悩
旺
ノレ月肘
瓢
一日階（殊
ガ
晰
姉
‐．瑚
蹴
織
ヽ

さ
さ
や
か
な
開
設
式
を
と
り
行
な
い
ま
し
た
。

だ「躙岬暉碑』吻∬瑯帥動鋒寿撃いい軸

さ
れ
た
色
紙
を
戴
き
ま
し
た
。

式
に
は
、
鈴
木
精
成
会
長
を
は
じ
め
、
常

任
顧
問
磯
田
精
信
先
生
、
岩
崎
精
慶
先
生
、

顧
間
城
戸
稲
風
先
生
、
中
央
ブ

ロ
ッ
ク
長
徳

本
順
風
副
会
長
、
親
店
の
萩
原
晴
山

ハ
ザ

マ

教
場
長
の
ご
列
席
を
賜
り
、
ご
鄭
重
、
ご
懇

切
な
る
ご
祝
辞
を
頂
き
ま
し
た
。
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

分
室
は
私
を
入
れ
て
八
名
の
少
人
数
で
す

が
、
全
員
先
輩
の
皆
様
に

一
日
も
早
く
仲
間

入
り
す
べ
く
、
吟
の
道
に
精
励
せ
ん
と
張
り

切

っ
て
お
り
ま
す
。

今
後
の
宜
し
き
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
の
程
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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第
二
十
五
回
港
区
吟
詠

コ
ン
ク
ー
ル
に

入
賞
し
て
丸
の
内
第
二
　
鎌
田
　
国
雄

許
印
椰
型
噛
ぃ
わ
ぼ
卜熾
餌
郵
薇
こ「鍬
淵
産



港
区
吟
詠

コ
ン
ク
ー
ル
に
初
出
場
し
て

中
野
　
湯
浅
　
和
美

の
「頭が
順
『
∝
噛
句った
ｒ
鶴
婦
れ
に「
確
酪

しのにま漸 り方持ま来長分賞 続
まで精しく吟

｀
々ちしてを室で幸き

す尚進た吟を感及良たコはにきいま|°
一し
｀
に始謝びく岩ンじ来たにし

層て今対め申教練崎クめてこ絶た
の行後すてし室習先 1顧助と句

°
i

ごき更るま上のさ生ル間言はす すこめも常パら中ク場伝るの審つあ
指たに心だげ皆せ

｀
直の指
｀
る

導い教得十ま様指山前先導常こ :
をと場がかすの導口ま生し日と :
宜思の分月

°
お頂教で方て頃な |

if辱1; 言Fi場だ[曇: 曇
醤ふ雪ヒ漕曹喜宅璽喜蜜笙集た事
すれじ頭 lし勉て吟に問しにめ選る

願りとけで つ室びて会鈴場終 る元覚にダて強貰じ積でた相る吟機
いまとてす て長に頂場木及え まにえ叩 1貰 しう方極あ °談時に会
致すもきが おの気きに会び入 で戻たきをいたと ｀的つ練しと当で

も
繰
返
し
て
吟
じ
暗
記
し
た
積
り
な
の
に
、

舞
台
に
上
が
る
直
前
に
絶
句
し
真
青
に
な

っ

た
。
腹
を
括
り
堂
々
と
カ
ン
ニ
ン
グ
し
よ
う

と
思

っ
た
と
こ
ろ
。
妙
に
落
着
い
て
マ
イ
ク

に
立
て
た
。
吟
出
し
に
全
神
経
を
集
中
し
た
。

然
し
、
注
意
さ
れ
て
い
た
右
手
が
ガ
ク
ガ
ク

と
震
え
て
止
ま
ら
な
い
。
無
我
夢
中
で
何
と

か
最
後
ま
で
吟
じ
終
え
て
ホ
ッ
と
す
る
。
後

の
方
々
の
吟
詠
を
お
茶
を
頂
き
な
が
ら
リ
ラ

ッ
ク
ス
し
て
楽
し
む
。

審
査
発
表
を
聞
く
と

「十

一
位
に
入
賞
し

東
京
都
大
会
出
場
」
と
い
う
。
え
―

っ
と
た

だ
唖
然
‥
‥
。
審
査
委
員
長
の
講
評

「手
を

動
か
しヽ
て
は
駄
目
。
た

っ
た
の
四
句
だ
か
ら

覚
え
な
さ
い
。
折
角
選
ば
れ
た
の
だ
か
ら
着

物
を
着
な
さ
い
」
等
々

一
年
半
前
に
清
水
教
場
中
野
分
室
に
入
会

し
、
延
べ
七
十
九
回
の
教
室

・
研
修
会

・
各

種
大
会

・
合
吟

コ
ン
ク
ー
ル
ニ
回
を
経
て
、

今
回
の
独
吟

コ
ン
ク
ー
ル
で
丁
度
八
十
回
目

に
な
り
ま
し
た
。
日
頃
か
ら
清
水
教
場
で
思

い
や
り
あ
る
ご
支
導
を
頂
い
て
い
る
徳
本
教

場
長

・
村
上
常
任
顧
間
、
そ
し
て
会
長
は
じ

め
先
生
方
に
は
心
か
ら
お
礼
を
申
し
上
げ
た

い
と
思
い
ま
す
。

教
場
の
理
念
で
あ
る

「流
統
の
吟
を
正
し

く
学
び
詩
吟
を
楽
し
む
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
素

直
な
吟
を
心
掛
け
、
家
元

・
宗
家
、
そ
し
て

先
生
方
の
吟
を
、
教
室

・
研
修
会

・
録
音
等

で
繰
返
し
拝
聴
し
、
併
せ
コ
ン
ダ
ク
タ
ー
で

自
分
の
音
程

・
本
数
を
チ
エ
ッ
ク
し
て
、
更

に

一
層
精
進
し
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。入

賞
に
あ
た

っ
て

丸
の
内
第
二
　
下
條
　
信
行

）ま
さ
か
入
賞
と
は
！
‥
‥
賞
の
発
表
時
、

ハ
ザ
マ
　
滝
沢
　
春
泉

三
月
三
十
日
は
、
朝
か
ら
寒
い

一
日
で
ご

ざ
い
ま
し
た
。
私
に
と

っ
て
は
三
度
目
の
挑

戦
の
日
で
す
。
前
日
か
ら
大
変
な
ス
ト
レ
ス

の
中
会
場
に
向
い
ま
し
た
。

鈴
木
会
長
を
始
め
諸
先
生
方
達
の
ア
ド
バ

イ
ス
を
頂
き
吟
じ
終
え
た
時
は
安
堵
感
で
い

こてこら で心おこ前の教こ かくるる持ん るとまてかの自
れ参と益先はにいとで熱室と入せ未かとでか昨でつずもつ内分
コ かるに々生な変て ｀の心開は賞す熟もこ入ら年すさい現た第の
ン ら所あ詩方いえ ｀かごな始 ｀のるで知ろ会ご五 °にこ実ね二耳
ク も存る吟にかてひも指ご前毎要よあらでし紹月 思と感Lのを
1 宜でとに対 ｀頂ねし導指の週因うりずす ｀介に つにがと皆疑
ル しす思精すといくれに導個 ｀とな

.)｀ °
今い同 たな全おさい

に く ゛い励る改たれま全 ｀人山しもおまま月たじ とつく祝んま
出 お丸ましごめこたせて特指口ての世ただでだ丸 言たないにし
場 願のす ｀恩てと心ん¬に導教 ｀で辞技まよきの う ｀くの¬た
し い内 °更返思が持 °素大 ｀場唯はに量だう ｀内 のど ｀言お °
て し第今にしう ｀ち社直会ま長一あもの詩やホ第 がう逆葉め周
ま二後上は次入を会に当たか思り人上吟くンニ 正しにをでり
すのもを

｀
第賞
｀
人L日岩らいま様での一のの 直よ¬いとに°

皆頑目こでの素生従朝崎頂当せにもな年軽古 なうこたうい
さ張指れす原直活 つの先いたんお

｀
んにい屋 とLれだ ｀た

んつすか
゛
因なにた直生たる

°
間全たな気さ ことはい良丸



し先 場とでとた 1と が得者 心とでを杯客か あだこて吟
か生教で自あ声仲 き文なのさに思あ出吟席せよるけまは道吟
も方室学分 つを聞信は化い中あようつしじのなしと楽で今を詠
厳のはんにたかかじ驚セとで

｀
き反たたま皆が本考し向ま競コ

し熱
｀
だ間
°
けららいン思¬結 つ面

°・すさら番えん上でいン
さ心楽のう幸ら¬れた夕つ入果た

｀
楽¬
Lん
舞だコでし積合ク

がなしがと運れよな
°
|て賞発

°
もしあと

｀
台
｀
ン吟たみう |

あ指く幸
｀
なたかいま内い 。表 ラくつ心¬に頑クじの重場ル

つ導明い千こ時 つとさにた優だ 少吟との俺上張 |らかねで
｀

てとるし代とはた思かアか秀
｀ しじ言中はがれルれ ｀てあこ

｀
工いた田だ体ねつまナら賞実 吟るうで¬る にる又きるれ
適夫雰と岳

｀
が
｀
たさウ =`力  じこ間叫秋

°
自参か
｀
たがは

宜さ囲思精¬震お
°
かン自な者 たとのび思審分加を自吟 ｀吟

適れ気う会なえめ周のス分んが いが二なL査にし試分の私ず
切たの
°
新ぜるで囲優さのて揃 思出分がを員言たすが力にる

な教中 宿だ思とに秀れ名有う い来間ら精のい
°
場どがと者

助育
｀ 教Lい うい賞た前り吟 がたL声一方間 でれどつが

品
川
区
吟
詠

コ
ン
ク
ー
ル
大
会
の
思
い
出

新
宿
　
半
村
　
　
晃

上まに嬉 つ
げす一し一ぱ
ま
°
歩い般い

す皆づ限三で°
様つり部し
の進でのた
ごんごギ・

指でざリ
導行いギ
宜きまリ
したす入
く い ・賞
おとこを
願思れ頂
いつをき
申て励誠
しいみに

イが しがだたわめ練半ま大た励ろ勧独生
ク入大た無し

゛
ずず習をし会 ,°ま

｀
め吟
｀
振

につ会
°
くだ大
｀｀
をコた日吟さ教をコ太り

近て当 なけ会絶出重ン
°
と題れ場頂ン田返

づい日 りにが句だねク以季を ｀全きク先 つ
けな
｀ 全集近のしま 1来節ど "員

｀
1生て

撮|: 詈言詈[を言
「
芸憂書を:璽i重ぎ

あ
｀
ク い然大か音Dた時Lま決頑した生

｀

り顔に てに半り程にだ間をしめ張たらか岩

壱奪喜 ま得急百ぎ翼ミ争ぷふ壱讐主義
｀
霙

た感皆田出ル°
謝様龍来に去  港
申の翠ま初る  区
しご先し出三  吟
上指生た場月  詠
げ導
｀°
し三   コ

ま
｀
荻偏
｀O  ン

すご教に幸日 鎌ク
・協場
｀
運の ケ 1

有力長岩に港 谷ル
難の
｀
崎も区  入

うおそ精入吟 柳賞
ご陰し慶賞詠 川
ざとて先すコ
い心仲生るン 交
まか間
｀
事ク 山

しらの大が l

）
言
を
頂
い
た
の
が
良
い
結
果
と
し
て
表
れ
た

こ
と
だ
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
こ
こ
で
大
き
な
ラ

ッ
パ
を
吹
き
た
い
と
思
う
。
来
年

の
目
標
は

東
京
都
大
会
に
出
る
こ
と
だ
！
　
先
生
方
教

場
の
皆
さ
ん
、
ご
指
導
ご
支
援
宜
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

鎌
倉
　
藤
谷
　
初
男

私
は
、
鎌
倉
教
場
に
入
会
さ
せ
て
頂
き
、

に
癖
吟
”
賢
け
訂
嘘
鋪
、
「悧

口流

ノ、で
躊
ぼ
糧

つ事

て
い
た
つ
も
り
で
し
た
が
、
色
々
と
指
導
し

て
頂
き
ま
す
と
昔
の
癖
が
出
て
し
ま
い
、
思

う
よ
う
に
節
調
が
出
来
ず
、
随
分
悩
み
ま
し

た
。
岩
崎
先
生
の
勧
め
で
、

コ
ン
ク
ー
ル
の

課
題
吟
を

「吉
野
懐
古
」
に
決
め
、
い
ざ
や

っ
て
み
ま
す
と
、
昇
伝
審
査
の
課
題
吟
と
同

じ
も
の
を
選
ん
だ
自
分
は
ま
た
、
こ
こ
で
も

頭
が
こ
ん
が
ら
が

っ
て
、
苦
労
し
ま
し
た
。

岩
崎
先
生
の
熱
心
な
ご
指
導
で
、
何
と
か
入

賞
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
自
分
な
り
に
精
進
し
て
参

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

詩
吟
は
人
生
の
燈
明
新
宿
　
坂
回
　
鎮
穂

新
宿
教
場
の
初
訪
間
が
、
昨
年
の
九
月
、

最
初
は
、
奇
妙
な
節
回
し
、
意
味
不
明
な
用

語
の
氾
濫
。
つ
く
づ
く
自
分
は
縁
な
き
衆
生

と
あ
き
ら
め
た
。
唯
、
師
範
が
大
学
、
会
社

と
同
期
の
為
、
早
々
の
退
散
は
失
礼
と
、　
一

か
月
程
辛
抱
し
た
。
ど
う
せ
な
ら
と
師
範
の

テ
ー
プ
を
繰
返
し
聞
き
、
真
似
す
る
こ
と
に

まをの吟力事たた
港 し積経だ量が °の
区 た重験とか出絶で
連  °ねを満ら来句姿
コ  て活足し ｀す勢
ン  いかしてホるを
ク  きしま ツ`事前
!  た更し自ともか
ル  いにた分すなが
大  と上 °なるくみ
会  決級こりと時に
の  意をのに同問し
こ  をロコ納時内て
と  新指ン得にに吟
たしクの現吟じ
に努 !い在ずま
しカルくのるし



今
年
、
コ
ン
ク
ー
ル
で
入
賞
さ
せ
て
い
た

だ
き
、
今
後
、
多
く
の
本
に
ど
ん
ど
ん
登

っ

て
や
ろ
う
と
、
や
る
気
十
分
。

人
生
の
黄
昏
道
を
歩
む
者
の
道
筋
に
明
る

い
光
を
灯
し
て
く
れ
た
も
の
、
ま
さ
に
、

「詩
吟
は
人
生
の
燈
明
で
あ
る
」
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森

な証寛3,霧万ご懲ズ讐 進」吏8員ヒ譲8再 奮
うにれる

｀
ると先Lは う かに繋 ｀がと馬がず 議

営て副ま木参す見界し
ぼ運会し精加

°
ら全て現

一営長た成要有れ体諸在
端にが
°
会請力るの行

｀

を参数な長が会な高事千
担加年おが他とか齢に代
うさ前
｀
港会し
｀
化参田

これか品区かて千で加は
とてら川副ら相代

｀
し港

にお会区理高応国会て区
なり計で事まのは員い

｀

り
｀
担は長り区健のま品
ま両当
｀
に
｀
連闘減す川

す区理菅就こ運し少が区°
と事原任の営て傾

｀
に

もと龍さ度へい向詩所
運し琴れ鈴のまが吟属

りもま反会年会 1

場日開収し省本大はプ会
所時催容たか来会

｀｀
員‐

しでがらのに各二の
徒地ス東北十まき

｀｀
趣近ググ増

歩下 京と一する幸今旨いルル加
鉄」都ぴ月

°
会運年か構 11に

二南R北あ十 場にのら成ププ伴
分北王区 三 がも温離とがでい
線子王つ日 確三習れし無実 ｀
王駅子つ⌒ 保○会てて意施こ
子 一じ水 で○をしし識しこ
駅北 |ホ
V 
き名見ままのて数

五日一 |   ｀の直ついうき年
番 一ル  次会した ｀ちた三
|   の員てと温に温グ
ー   通できの習周習ル

■
縣
剰
奥
ロ
バ
ゴ
「
副
欄

ア

ク

セ

準
備
委
員
会
は
、
こ
れ
か
ら
の
千
代
田
を

支
え
る
期
待
の
メ
ン
バ
ー
を
各
教
場
か
ら
選

抜
、
大
飼
尭
山
事
業
部
門
長
の
下
に

一
月
か

ら
発
足
、
更
に
五
月
実
行
委
員
会
に
移
行
し

具
体
的
内
容
の
詰
め
を
行
な

っ
て
い
ま
す
。

釧
ボ
会
長
涸
図
連
副
理
事
長
就
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廿
六
年
度
　
昇
伝
審
査
指
定
吟
題

島
崎
　
藤
村

杜
　
　
　
甫

題寄ヽ
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｀
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本家王  の本良揚
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田
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す無一現°
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｀｀
お
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会四
｀
伝

員名皆審
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な四
｀
の

つ十奥五
て八伝月
い名四一
ま
｀
十日

鈴林岩
⌒木 崎
敬
称精精精
略成吾慶

出るで
と総も一
う伝あ月
ごのる一
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｀
日
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す受方で°
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ま統部
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・位本
おで部
目あ員

常
任
顧
間

常
任
顧
間

会
長 総

鰹
覇
馴
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目
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石◇
れ自てしのそ教 母丸
て宅習いかの場板田ノ日

ぢ憑ぞ暮套言曇霧敏堅新道`みいに`さ泉江二会
環菫う寝〒港危元完覇員
はのと橋ま機のが⌒教紹

菫笙套完万象呈暑青
場
介

画をさのでし年に入 日
と廿れ姿して前お会
の年まをたなで誘

V
こ以し見がかしい
と上た続 つ`たし°
さ
゛
け親た
゛
て

中
伝
師
範
の
資
格
を
得
て

鎌
倉
　
犬
飼
　
尭
山

高      高        小
畠しのまいの 畠和す声り詩道に 林うせ
は て爽し立で父鴇服 °で ｀吟三参勝 な:
じ洋お快たち

｀
が一姿茶し耳は十加村照も:

め子り感
°
神私詩郎が道 つにご年じ分子のこ

はさまをお楽も吟氏よでか馴主準た室さだ 2
主んす味か坂こを⌒く磨 り染人師の長んとそ
人⌒
°
わげ教の得一似か吟んが範がに⌒思蓬

の一 い様場年意月合れじで他 ｀き頼一い奉
秘月 なでに齢と入うたてお流そ つま月まえ
書入 が ｀入にし会女立いらでのかれ入し罰
役会 ら吟門なてV性ちるれ長道けて会たり
と
V 
毎じさつ居 で居有る年ので無V° t

し  日終せてり す振望のや人入料  マ
て  をえて急ま °る新か つで会講  し
神  過た頂にし  舞人 ｀てす ゛習  る訣な勢のにス  紹し女 ｀を々人し
楽  ご時き思た  いで美お °茶会  よだつヒ皆入夕  介ん性お頂とでて

神◇        神              袖
どれ月苦い 田ハしかじく方見持 田に会
うて
｀
八た萩 ザたさ終感のてち家 なの

ぞ何み苦だ原恒マ
°
にえじ合見た庭歌リー

宜となのき教子教宜
｀
てる吟学いの子ま員

しかさ毎ま場さ場しおの高にのと主さしに
｀
いし塚はじイもるま神のさり楽わり長参

喜[置
『 た[1 蓋書冒疑撃:員

『
各

た

讐
奪二五笙裏墜イζ慮た義秀女手ンピ壱塚響
一がたに感子ジ詩思が教付一

°
教又てみせ

じ」繕J房軍曇 繕E≧][:憂Il i景譜
主徴ダ農ぢ愴ぞご需慕員 稼欝誌撃嘉
らしろらりめきはもさはい会 通なのんい

上う援重難入
V 
しとの
｀
りた室一
V 
た千ま
｀
れま讃ま何みか時で

V 
わもかでて

げでにね解会  まに方初 ｀°のつ  だ代しなてしえととま自々 ｀  せのも参居
ます助てささ  す致々め何女広趣  く田たか ｀たるうなせ分お二  てがしりり
す
゛
け二にせ   ゛しのて気子告味  こ

露ざぶ菅ごうえ碁彙ぎ菫慧  逍ぎ掌壱壱
° らか四て   ま温吟なのをを  と



西       堀      圏◇
だつ出も詩だと尊⌒時 坂者右朱の接い 内し末出の勧 ∫[『ハいモフを鈴楽原非°
た来驚吟

ヒなし卒代戦 での喜みすで入 上永来手め鈴 ザ申 ツプ受木坂教常昨
先がるいをでり

畦
業に後徹す銘のでるす会 げくる習で木行マじ卜 1け会の場勤年嘉

生
｀
とた始通

｀
ほ式大の雄

°
は¬じ機

°
の和まごよい入会雄教上 Iク

｀
長無長に九臣

のそ思
°
わす力口でき混氏 し偶た会元動氏す指うで会長氏場げにと趣は料かな月氏

言れつ私たこラパ答な乱⌒ て成 °は来機⌒ °導にすさを⌒新ま頑し味じ講らりで⌒
わはて自ととオク辞声期三 おL大高漢は三  ｀努がせは三陵す張てもめ習入まフー
れ大い身間がケではでに月 りを学校詩先月 ご力 ｀てじ月分 °り¬無皆会会しル月
るいたはい出ブ通読歌圏入 まおで時は輩入 鞭い少頂め入室 ま継いさにのた夕入
節な
°
詩て来 lし んつ舎会 す間は代大宮会 撻たしき同会  す続のん参勧 °イ会

調る始吟家たムただたで
V °
き山の好野
V 
のしづま窓
V  °

はでの加誘かム
V

古
谷

も誤めは族
°
で
Vが
記育  全じ本漢きさ  程まつしの

ア解て音もそも
°
¬憶ち  く ｀先文でん  おすでた皆

クのみ痴友の¬社仰が
｀  の私生のしの  願のも °様

セよてで人私音会げ無子  初のか授たお  いで上晩の
ンう判も達が痴人はい供  心座ら業が誘  申 ｀達年お

宜力今暖さがね勤
しな後かせあて務
くりのいてりよを
お
Lラ
歓頂
｀
り終

願をイ迎き神萩え

/1ヽ

ま詠進諸人のを設顧散 野いなしがのくせ 梶在よ心てで吟三 田も教出ト
すをす先生の拝研みさ後 しらた出心素ら鈴 でうを学再 ｀十大 fuJ場来も
の両る輩にお聴修ずせ期 まぬ

°
せ地質れ木清すに体ぶ会定数学豊時通な音

で立覚方大姿じ会当た高宏すよ先るよも衝精司
°
なし機を年年の彦迄いい程

何す悟にいを
｀
で会い齢氏

°
う輩詩い自動成氏 り ｀会果退間ク氏続が °も

卒べで少に目まのにとに⌒ 励諸吟響信的先⌒ た心がた職ごラ⌒く続そ ｀
宜くすじ勇のた先入念当四 み氏のきもに生三 いに得しを無ブ三かいれ意
し
｀°
で気当聾生会じた月 まを魅に無入の月 も響ら ｀機沙活月注てで味

く浅月もづり操方し
｀
り入 す目力風い会朗入 のくれこに汰動入目いもが

!学水近けにたのま吟
｀
会 の標に情私 °々会 と吟まの ｀とで会じる懲半1

罪金づら接る朗し歴何
V 
でに嵌をで音た

V 
念をし度市な親

Vて
し つ

才のけれじ健々たなか  宜近ま感す楽る  じ吟たはの つし い家ずて
に勤るま

｀
康た
゛
し若  し所 つじが系美  てじ・岳老てん る人にも

鞭務様し今そるな音さ  く迷て
｀｀
に声  いら先精人いで  °も新真

打と
｀
た後の吟お痴を  お惑来大漢はに  るれ大会大た以  友宿似

ち吟精
°
のも詠開を発  願にま声詩全魅  現るのに学詩来  人のが

柴西

◆
剰
覇
∃
∃
懇
刊
剣
瑠
到
知
曇
司

三
月
廿
八
日
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

享
年
八
十
二
歳
、
謹
ん
で
ご
冥
福
を
お

祈
り
い
た
し
ま
す
。


